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まちが好き　共に生きて　笑顔あふれる　やまつりまち

報

【Health information】（p10~11)

３月は「自殺対策強化月間」です

【特集】(p2~9)

leave no one behind
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指して

【行政NAVI】 (p14~15)

『矢祭もったいない市場』が
各会場で開催されました

【地域おこし協力隊活動ダイアリーVOL76】 (p16~17)

Main presenter　
藤谷隊員・川瀬隊員・大羽隊員・鳴瀬隊員

【pickup topics】（p12~13)

令和５年度地域魅力向上発信事業を
実施しました
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令
和
２
年
12
月
、
政
府
に
お
い

て
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

た
改
革
の
基
本
方
針
」
が
決
定
さ

れ
、
目
指
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
に
よ
り
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る
社

会
〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
６
月
に
は
、「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
目
指
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
改
め
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
矢
祭
町
で
は
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
矢
祭
中
学
校
の

生
徒
を
高
齢
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
教

育
の
指
導
役
を
担
う
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
と
し
て
育
成
す

る
認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
『
子
ど
も
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
（
I
C
T
に
関
す
る
知
識
や
デ

ジ
タ
ル
機
器
等
を
扱
う
技
術
）
を
活
用

し
て
町
の
困
り
ご
と
を
解
消
し
、
町
の

活
性
化
を
推
進
で
き
る
人
材
を
、
町
独

自
の
資
格
で
あ
る
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
』
と
し
て
認
定
す
る
取
り

組
み
で
す
。

町
に
は
、
子
ど
も
司
書
や
子
ど
も
議

会
な
ど
、
子
ど
も
が
様
々
な
経
験
を
通

じ
て
活
躍
で
き
る
文
化
が
根
づ
い
て
お

り
、
そ
れ
ら
に
続
く
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
を
新
た
に
創
造
し
、

矢
祭
町
で
し
か
得
ら
れ
な
い
経
験
・
教

育
を
提
供
で
き
る
環
境
の
構
築
を
進
め

て
い
ま
す
。

中
学
生
が
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
講
師
を

務
め
、
高
齢
者
に
指
導
す
る
取
り
組
み

は
県
内
で
初
と
な
っ
て
お
り
、
矢
祭
中

学
校
に
て
特
設
デ
ジ
タ
ル
部
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

leave no one behind
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指して

【
特
集
】

【ICT】
Information and Com
munication Technolo
gyの略。情報(informa
tion)や通信(commun
ication) に関する技術
の総称。
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【Profi le】
たなかゆうすけ。
AKKODiS コンサルティング 
トレーニングサービス部。
地域活性化起業人（※１）
として主に地方自治体を支
援。

■特設デジタル部活動内容

　

日
本
に
限
ら
ず
世
界
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
交
換
や
仕

事
の
仕
方
な
ど
が
主
流
に
な
っ
て
お

り
、
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
対
応
で
き

な
い
時
代
が
す
ぐ
に
来
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
自
治
体

が
今
ま
で
の
や
り
方
を
し
て
い
て
も
、

い
つ
か
は
国
の
方
針
に
よ
り
、
自
動
化

や
効
率
化
を
図
る
た
め
、
仕
事
の
仕
方

を
変
え
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
特
有
の
課
題
と
し
て
は

少
子
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
生
産
年
齢

人
口
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て
い
く
中

で
、
今
ま
で
５
人
で
し
て
い
た
仕
事
を

４
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と

な
る
な
ど
、
い
ず
れ
人
手
不
足
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

子ども ICT アドバイザーは、情報を正しく扱い、デジタルツール（デジタル技術を活用して業務効率を向上させる手段全般）
の有益な使い方を理解しており、まちのデジタルデバイド問題解消の手助けができる人材を示しています。認定までのレ
ベル定義については下記のとおりです。

■子ども ICT アドバイザーの定義

矢祭町 ICT アドバイザー

田中勇介 さん

活動日時▶毎週金曜（１５時～１７時）
対 象 者▶中学生（今後対象範囲を拡張予定）
利用端末▶学校貸与タブレット、PC、スマートフォン
活動拠点▶矢祭中学校

PC・タブレット・スマホといったデジタル
デバイスの仕組みや操作方法を学びます。
また、それらで利用するソフトやアプリの
仕組みや利用方法についても学び、様々な
シーンで活用できるスキルを身につけるこ
とができます。

インターネット上の信頼性の高い情報や詐欺
などを見極めるための方法を学びます。また、
プライバシーや他人を尊重する重要性を学び
つつ、デジタルタトゥー（自分にとって不利
益な情報が残り続ける）や意図しない偽情報
の拡散などを考慮した適切な情報発信をする
ための知識を身につけることができます。

PC やアプリ、ソフトを動かすプログラミ
ングを学びます。これにより、自分のアイ
ディアをソフトウェア・アプリといった形
で実現するスキルや、問題を分析し解決す
るスキル（論理的思考）を身につけること
ができます。

動画製作やストリーム（ライブ）配信、
SNS との連携など、制作から発信までの
一連の流れを学びます。この活動を通じ
て基礎的なメディアスキルを身につけ、
さらに表現力の向上と社会に対して情報
発信をするスキルを身につけることがで
きます。

プログラミング
PC

タブレット
スマホ

メディア情報モラル

【（※１）地域活性化企業人】
首都圏など、三大都市圏に勤
務する企業の社員が、そのノ
ウハウや知見を活かし、一
定期間、地方自治体におい
て、地域独自の魅力や価値の
向上、安心・安全につながる
業務に従事することで、地方
自治体と企業が協力して地方
圏へのひとの流れを創り出し
ていけるような取り組みに対
し、国が必要な支援を行う制
度。

底上げを目指す

leave no one behind
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指して

【
特
集
】

該当分野においてデジタルデバイ
ド問題解消の手助けができる状態

レベル１
最低限必要な基礎知識を有する

●該当分野について地域活性化へ繋がる活用方法を考える
●デジタルデバイド問題解消に向けた活動の担当を担う

●該当分野のレベル 1 及びレベル 2 の定義を達成させるよう、受講者を導くことがで
　きる
●受講者の質問に対して正しく回答することができ、不明点を解消させることができる

●該当分野について、提示された課題を解決するための操作ができる
●操作時に発生したエラー等に対して報告・相談ができる

●該当分野が何であるか、その定義を理解している
●該当分野がどのような利点を持つか、どのような問題を解決できるか理解している
●該当分野の代表的な製品とその特長を知っている

レベル２
操作することができる

レベル３
他者へ教える
ことができる

これからの社会で必要となるデジタルスキルを身につけることを
目的として活動しています。主な活動内容については下記のとお
りです。

町としてデジタルリテラシーの
変
化
す
る
時
代
に
向
け
、

現
代
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
最
適

　

現
在
、『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
を
目
指
す
３
名
の
生
徒
が
資
格

認
定
に
向
け
、
特
設
デ
ジ
タ
ル
部
の
活

動
の
中
で
研
修
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
テ
ス

ト
を
通
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
と
矢

祭
町
の
協
働
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
ス
マ

ホ
教
室
の
中
で
特
設
デ
ジ
タ
ル
部
の
生

徒
が
疑
問
や
不
明
点
等
に
対
し
て
直
接

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
よ
り
実

践
的
な
活
動
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
の
活
動
の
場
を
広
げ
る
た
め
、

親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
開
催
を

考
え
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
子
ど
も
た

ち
の
教
育
で
す
が
、
親
御
さ
ん
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
所
に
も
な
り
、

様
々
な
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
る
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
が
運
営
側
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
町
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

（
※
３
）
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
て
も
良
い
取
り
組
み
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
う
ち
か
ら
自
動
化
で
き
る
と
こ

ろ
は
自
動
化
、
効
率
化
を
図
れ
る
と
こ

ろ
は
効
率
化
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
手
段
と
し
て
今
の
時
代
で
は

デ
ジ
タ
ル
化
が
最
適
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
な
か
っ
た
物
や
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
一
気
に
現
れ
る
現
代
社
会
で

自
治
体
が
出
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
町
内

の
企
業
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育
現
場
等

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
※
２
）

問
題
の
解
消
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
問
題
の
解
消

に
向
け
、『
子
ど
も
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

今
の
う
ち
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
は
デ
ジ

タ
ル
に
慣
れ
、
い
ず
れ
は
自
分
た
ち
だ

け
で
町
内
の
方
々
に
対
し
て
支
援
が
で

き
る
ま
で
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

様
々
な
デ
ジ
タ
ル
に

触
れ
る
機
会
を
創
出

【（※３）デジタルリテラシー】
デジタル技術を理解して適切
に活用するスキル。

【（※２）デジタルデバイド】
インターネット等の情報通信
技術を利用できる者と利用で
きない者との間にもたらされ
る格差のこと。

▶田中さんの講義を受ける特設デジタル部の生徒
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　今後、学校でコンピューター操作など
の ICT 教育が必須科目になるという話を
聞き、ICT はとても重要なことと考え特
設デジタル部への入部を決めました。
　部の活動を通して特に動画編集の技術
が上がったと感じています。活動の中で
やまつりこども園の運動会をタブレット
で動画におさめ、編集作業を行いました。
　また、活動の中には座学もあり、機器
の違いや基本操作等を学ぶ良い機会とな
りました。学んだことを確かめるテスト

では他の部員と点数を競い合うなどの楽
しみもあり、とても印象に残っています。
　将来は動画編集の仕事をしたいと考え
ているので、この部での経験を活かして
いきたいです。
　子ども ICT アドバイザーとして認定を
受けたら、スマホ教室などの活動に積極
的に参加して ICT の知識や技術の向上と
ともにコミュニケーション能力を高めて
いき、社会に役立つスキルを培っていき
たいです。

　私は動画を作ることに興味があり、特
設デジタル部に入部する前から誕生日の
動画などを作っていました。しかし、独
学で作った動画は納得のいく仕上がりと
ならず、教えてくれる人がいればいいな
と思っていた時にちょうど矢祭中学校で
特設デジタル部が創設されるという話を
聞き、入部することを決めました。
　指導してくれる人がいると分からない
こともすぐに聞くことができ、専門的な
アドバイスのもと納得のいく動画編集が

できるようになりました。また、活動で
は動画編集だけでなく、編集の際に使用
する ICT 機器のセキュリティについても
学ぶことができ、セキュリティ強化が特
に重要であると感じました。
　今後は、人と話すことが好きなので、
ここでの経験を活かし学校の授業や高齢
者で ICT 機器に苦手意識のある方がいた
ら、操作方法を教えるなど積極的に皆さ
んの手助けをしていきたいと思っていま
す。

　僕は人に教えることが好きで、将来
は教育関係の仕事または前から興味の
あったエンジニアの仕事をしてみたい
と思っており、どちらの職業において
も今後は ICT を学ぶことが重要と考え、
特設デジタル部に入部しました。
　普段からインターネット等を利用す
る中で少しは ICT について理解してい
るつもりでしたが、活動を通して PC の
操作方法や仕組み、セキュリティなど
初めて知ることがたくさんあり、今ま

で以上に多くの知識を身につけること
ができました。特にセキュリティ面の
学習については印象深く、今後は ICT
機器を利用する際は十分に注意し、活
用していきたいです。また、ICT 機器を
使って色々なことにもチャレンジして
いきたいと思います。
　今後は、特設デジタル部で学んだこ
とを活かして分からない人に教えるな
ど少しでも貢献できることがあればい
いなと思っています。

ICT 機器を活用し、色々なことにチャレンジしていく

矢祭中学校３年

戸田隆
りゅうと

翔 さん

矢祭中学校２年

熊田紗
さ や か

也香さん

矢祭中学校３年

佐藤友
とものり

紀 さん

　

平
成
21
年
度
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
等
で
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
指
導
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
上
記
の
３
名
と
は
小
学

校
１
年
生
で
パ
ソ
コ
ン
で
お
絵
描
き
を
し
た
時

か
ら
の
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。（
う
ち
１

名
は
、
生
ま
れ
た
日
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
す

が
）

　

今
回
、
第
一
期
生
と
し
て
特
設
デ
ジ
タ
ル
部

の
３
名
の
生
徒
が
認
定
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

彼
ら
は
最
初
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
深
い
知
識

や
技
能
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
毎
回
の
講
座
を
熱
心
に
受
講
す
る

こ
と
で
多
く
の
知
識
を
得
て
、
認
定
条
件
と
し

て
課
し
た
全
て
の
試
験
で
満
点
を
取
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
で
は
、
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
活
躍
し
、こ
ど
も
園
の
運
動
会
で
は
、

園
児
た
ち
の
頑
張
り
を
撮
影
・
編
集
を
し
て
保

護
者
に
無
償
で
配
付
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

た
だ
技
術
や
知
識
を
習
得
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
地
域
社
会
の
た
め
に
活
か
す
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
担
当
者
と
し
て
は
こ

の
成
果
は
と
て
も
満
足
の
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
一
保
護
者
と
し
て
は
、
町
が
こ
の
よ

う
な
制
度
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

と
っ
て
有
意
義
な
学
び
の
場
と
な
り
、
町
民
の

皆
様
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
事
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
認
定

予
定
の
彼
ら
を
始
め
、
今
後
彼
ら
に
続
い
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
成
長
を
、
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

積極的に困ってる人の手助けがしたい 特設デジタル部の経験を活かし、動画編集の仕事がしたい

矢祭町学習支援員

佐藤裕
ゆたか

さん

leave no one behind
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指して

【
特
集
】

地
域
社
会
に
活
か
す
こ
と
の

大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

Ryuto Toda

Sayaka Kum
ada

Tom
onori Satou

Yutaka Satou
子
ど
も
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

資
格
認
定
を
目
指
す
生
徒
た
ち

▶園児の活躍を動画に収める佐藤友紀さん
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若く斬新なアイディアを町の
　

今
年
度
始
ま
っ
た
『
子
ど
も

I
C
T
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
認
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
各
方
面
か
ら
様
々

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
、『
子

ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
の
資

格
を
と
っ
た
中
学
生
が
高
齢
者
に
教

え
る
場
面
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
覚
え
る
の
に
抵
抗
が

あ
る
高
齢
者
の
方
々
に
も
、
孫
の
よ

う
な
中
学
生
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
親
近
感
が
湧
き
、
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
実

施
さ
れ
た
ス
マ
ホ
教
室
の
中
で
も
特

設
デ
ジ
タ
ル
部
の
生
徒
か
ら
直
接
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
参
加
者
の
方
々

は
、
普
段
よ
り
も
前
向
き
に
取
り
組

め
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
動
画
制

作
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
学
生
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
様
々
な
広
報

形
態
を
確
立
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

■子ども ICT アドバイザー認定書交付式

　
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ａ
Ｉ
（
※

１
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
※
２
）
が
普
及
す
る

時
代
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
文
部
科
学
省
が
推
奨
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
教
育
（
※
３
）
を
軸
に
デ
ジ
タ

ル
部
の
活
動
を
通
し
て
、
知
る
体
験

（
P
C
、
ス
マ
ホ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
の
研
修
を
通
し
て
知
識
を
身
に
付
け

る
）、
創
る
体
験
（
ス
マ
ホ
使
い
方
講

座
な
ど
の
企
画
や
運
営
）
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
能
動
的
に
学
ぶ
機
会
が
提
供

さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
子
ど
も
た

ち
が
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な

力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
『
子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

と
し
て
の
知
識
に
加
え
、
こ
れ
ま
で

学
習
し
て
き
た
各
教
科
等
の
力
を
活

か
し
て
、町
や
県
、国
の
課
題
を
捉
え
、

ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
考
え
る

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
今
年
度
始
ま
っ
た
と
し
ょ

部
（
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
で
活
動

し
、
読
書
推
進
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
で
町
の
課
題
解
消
の
た

め
の
施
策
を
考
え
て
い
ま
す
）
の
活

動
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の

若
く
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
町
の
未

来
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

leave no one behind
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指して

【
特
集
】

　子ども ICT アドバイザー認定書交付式については、２月２９
日（木）に実施を予定しているため、次号の広報やまつりにて
お伝えさせていただきます。なお、認定者には、認定書及び認
定バッジが贈呈されます。
【認定条件】
●レベル３認定の分野を１つ以上保有している
●「セキュリティ」「情報倫理」レベル１認定を保有している
●デジタルデバイド問題解消の手助けを行った実績がある

矢祭町教育委員会

菊池篤志 教育長

【Profi le】
きくちあつし。
令和４年４月より矢祭町の
教育長として着任。モットー
は「人に優しく、仕事に厳
しく」。趣味は音楽鑑賞、ス
ポーツ観戦など。

未来に活かしたい

矢祭中学校

安部孝 校長

　特設デジタル部は、今年度、こども
園の運動会にてビデオ撮影、お年寄り
へのスマホ教室に参加、校内向けホー
ムページの制作など活動の幅を十分に
広げてきました。現在の活動をベース
にしながら次年度はできることを増や
してほしいです。
　また、認定後は『子ども ICT アドバ
イザー』として取得した ICT スキルを
活かしてお年寄りの役に立ち、それを
町の発展につなげ、生徒の自己有用感
を向上させてほしいと思います。

　今後は、まず今の先輩から後輩へ技
術面や活動自体の引き継ぎを確実に行
い、部員が増えるように広報を頑張っ
てほしいと思います。そのうえで、技
術の向上を図り、日常使いはもちろん
ですが、専門的に上級学校で学び、将
来は就職や町への貢献に役立ててほし
いと考えています。
　さらに活動を通して町への愛着を深
め、将来役に立つ問題解決能力や創造
力を育むことができるととても頼もし
いです。

就職や町への貢献に役立ててほしい

▶子どもたちがデザインしたバッジ

ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た

様
々
な
広
報
形
態
の
確
立

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
軸
に

知
る
体
験
・
創
る
体
験
が
可
能

【（※１）AI（人工知能）】
人間の思考プロセスと同じような
形で動作するプログラム、あるい
は人間が知的と感じる情報処理・
技術といった広い概念。

【（※２）IoT】
従来インターネットに接続されて
いなかった様々なモノ（建物、車、
家電製品、電子機器など）が、ネッ
トワークを通じて相互に情報交換
をする仕組み。

【（※３）STEAM教育】
STEAMとは、Science（科学）、T
echnology（技術）、Engineering
（工学）、Art（芸術）、Mathemati
cs（数学）の 5つの単語の頭文字
を組み合わせた教育概念です。こ
れら 5つの分野の学習を通して、
子どもを今後の IT 社会に順応し
た競争力のある人材に育ててい
くための教育方針を指します。

課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
の
展
開
に
期
待

【Profi le】
あべたかし。
令和５年４月より矢祭
中学校長として着任。

coming soon

▶スマホ教室で参加者をサポートする戸田隆翔さん

特設デジタル部では、随時新たな部員を募集しています。運動部の活動がない日に特設デジタル部の
活動を実施しているため、運動部との兼部も可能です。興味のある生徒もしくは保護者の方は、お問
い合わせください。
【問い合わせ】　自立総務課企画財政グループ☎４６-３１３１

部
募
員
集
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百
歳
高
齢
者
賀
寿
贈
呈
式

１
月
23
日
（
火
）、
２
月
７
日

（
水
）
及
び
13
日
（
火
）
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー

ム
、
藤
井
ハ
イ
ム
矢
祭
、
髙
澤
キ

ヌ
さ
ん
宅
に
お
い
て
百
歳
高
齢

者
賀
寿
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
満

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
永
山
イ

サ
ヲ
さ
ん
、
本
多
キ
ヨ
さ
ん
、
髙

澤
キ
ヌ
さ
ん
に
福
島
県
及
び
町
か

ら
の
賀
寿
・
記
念
品
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
及
び
各
施
設
、
ご
家
族
か
ら
の

記
念
品
等
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

※
左
記
写
真
は
上
か
ら
永
山
イ

　

サ
ヲ
さ
ん
、
本
多
キ
ヨ
さ
ん
、

　

髙
澤
キ
ヌ
さ
ん
の
順
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

１
０
０
歳
の
ご
長
寿
を
祝
い

【日程】
令和６年３月８日（金）
【講師】
菊地健太氏
（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①筋力 &体力測定（握力、柔軟性等）
②筋力トレーニングのちょっとした秘訣
③自宅でできるトレーニング指導

会場▶保健福祉センター大会議室／定員▶各回先着２０名（要予約）
開催時間▶１３時～１５時／持ち物▶水分、タオル、動きやすい服装、やまっぴーカード
【参加申し込み・お問い合わせ】
矢祭町保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当▶菊池）☎４６- ４５８１
※お申し込みは先着順、参加費は無料です。また、感染対策等は　各自任意で行ってくださいますようお願いします。

スポーツ・レクリエーション
【日程】
令和６年３月２２日（金）
【講師】
渡邉哲氏
（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①全身を使った体操
②器具を使ったレクリエーション
③ボッチャ、スカッとゴルフ等

　

国
で
は
、
毎
年
３
月
を
「
自
殺

対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、

国
、
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
な

ど
が
連
携
し
て
、
誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
自
殺
予
防
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
２
万
人
を
超
え
る
方

が
自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、
深
刻

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周

り
の
方
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
場
合
は
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
あ
な
た
の
周
り
の
方
が

悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
ら
、
声
を
か
け
、
傾
聴
し

て
く
だ
さ
い
。

【
町
】

●
心
の
健
康
相
談
会
（
月
１
回
）（
事

　

前
予
約
制
。
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

に
要
申
込
。）

【
県
】

●
福
島
い
の
ち
の
電
話
（
通
話
料
有

　

料
）
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
３
４

　

３
（
年
中
無
休
（
10
時
〜
22
時
）、

　

第
３
土
曜
日
（
24
時
間
（
10
時
〜

　

翌
日
10
時
ま
で
）
対
応
））

●
福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
通
話
料
有
料
）
0
2
4
‐
５
３

　

５
‐
５
５
６
０（
月
〜
金
曜
日（
９

　

時
〜
17
時
）
対
応
）

【
国
】

●
♯
い
の
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
フ
リ
ー
ダ
イ

　

ヤ
ル
・
無
料
）
０
１
２
０
‐
０
６

　

１
‐
３
３
８
（
月
〜
水
曜
日
及
び

　

金
〜
日
曜
日
（
０
時
〜
24
時
）、

　

木
曜
日
（
６
時
〜
24
時
）
対
応
）

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
フ
リ

　

ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）
０
１
２
０

　

‐
２
７
９
‐
２
２
６
（
24
時
間
対

　

応
）

※
電
話
で
相
談
し
づ
ら
い
方
は
、
Ｌ

I
N
E
や
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ

　

ト
な
ど
で
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま

　

す
。「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」
で

　

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
Q
R

　

コ
ー
ド
か
ら
も
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

　

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Health 
information
健康情報

矢祭町介護予防教室「わんあっぷ」
参
加
費
無
料

先
着
20
名

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
ら
、
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す

令和５年度子ども予防接種週間

相
談
場
所

　３月１日～７日は、「子どもの予防接種週間」です。この週間は、
子どもに対する予防接種への関心を高め、予防接種の実施率の向上を
図ることを目的に公益社団法人日本医師会 ･ 公益社団法人日本小児科
医会及び厚生労働省の主催により実施する事業です。ワクチンで防ぐ
ことができる病気があります。予防接種は決められた時期にうけるよ
うにしましょう。

間は、
上を
児科
防ぐ
るよ

体力測定
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令和５年度地域魅力向上発信
　

風
評
被
害
の
払
拭
と
福
島
の

復
興
・
再
生
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
復
興
庁
の
地
域
魅
力
向
上
・

発
信
支
援
事
業
を
活
用
し
、
令

和
６
年
１
月
10
日
（
水
）
か
ら

12
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間
、

Ｊ
Ｒ
品
川
駅
改
札
内
に
お
い
て

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
市
場
販
売

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目

の
開
催
と
な
り
、
１
日
約
25
万

人
が
利
用
す
る
品
川
駅
で
多
く

の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
都
心
に
向
け

た
魅
力
発
信
に
よ
り
、
矢
祭
町

へ
の
交
流
人
口
の
創
出
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
矢
祭
ふ
る
さ

と
会
、
町
内
生
産
者
や
も
っ
た

い
な
い
市
場
の
フ
ァ
ン
の
方
々

に
ご
協
力
頂
き
、
駅
利
用
者
と

直
接
対
話
し
な
が
ら
矢
祭
町
を

知
っ
て
も
ら
い
、
食
や
人
の
魅

力
を
存
分
に
伝
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
売
り
上
げ
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
の
１
６
０
万
円
の

売
り
上
げ
に
は
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
日
間
で
ト
ー
タ
ル

約
１
３
０
万
円
を
売
り
上
げ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
販
売
会
と
同
時
期
に

エ
キ
ュ
ー
ト
品
川
で
は
矢
祭
産

い
ち
ご
を
使
用
し
た
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

エ
キ
ュ
ー
ト
内
12
店
舗
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
福
島
県

品
種
の
「
ゆ
う
や
け
ベ
リ
ー
」
を

は
じ
め
、「
と
ち
お
と
め
」
を
使

用
し
た
ケ
ー
キ
や
ど
ら
焼
き
、

カ
ヌ
レ
な
ど
の
商
品
を
販
売
い

た
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
品
川

駅
構
内
で
の
販
売
会
を
夏
と
冬

の
２
回
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

矢
祭
な
ら
で
は
の
食
の
魅
力
や

人
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
と
し
て
、
矢
祭
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
作
る
「
お
も
て

な
し
料
理
」
を
ふ
る
ま
う
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
も
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
以
上
に
矢
祭
を
知
っ
て

も
ら
う
、
来
て
も
ら
う
、
食
べ

て
も
ら
う
企
画
を
実
施
し
て
行

く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
矢
祭
町
の
人
の

魅
力
や
美
味
し
い
野
菜
を
都
心

の
方
々
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
潜
在
的
魅
力
を
磨

き
上
げ
、
町
民
自
ら
が
町
の
魅

力
な
ど
情
報
発
信
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
く
事
を
目
標
に
、

令
和
５
年
11
月
に
矢
祭
ブ
ラ
ン

ド
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
目
で
は
、
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
編
集

長
高
橋
氏
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
講
演
会

や
、「
私
が
思
う
、
矢
祭
の
魅

力
と
課
題
」
と
題
し
た
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
町
内
生
産
者
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
福
島
大
学

生
、
元
役
場
職
員
な
ど
、
様
々

な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
12
名
が

参
加
。
参
加
者
か
ら
は
久
慈

川
、
滝
川
渓
谷
、
戸
津
辺
の
桜

と
い
っ
た
自
然
に
ま
つ
わ
る
も

の
、
鮎
や
い
ち
ご
、
柚
子
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
地
酒
な
ど
食
に
ま

つ
わ
る
も
の
、
そ
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
職
人
気
質
な
ど

地
域
性
に
ま
つ
わ
る
も
の
な
ど

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、

人
口
減
少
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
不
足
、

交
通
の
便
が
悪
い
、
ア
ピ
ー
ル

が
苦
手
、
交
流
拠
点
が
少
な
い

と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
実
施
し
た
第
２
回

「
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
」
で

は
、「
D
i
s
c
o
v
e
r

J
a
p
a
n
か
ら
見
た
福
島
・

矢
祭
町
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

と
、
矢
祭
町
で
挑
戦
し
た
い
企

画
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
14
名
が
参
加

し
、
矢
祭
町
な
ら
で
は
の
魅
力

を
掛
け
合
わ
せ
、
参
加
者
自
信

が
挑
戦
し
て
み
た
い
企
画
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
町
民
の
方
か
ら

は
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
ユ
ズ
を
木

に
飾
る『
や
ま
ツ
リ
ー
』」や「
こ

ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体
験
」、「
東

館
駅
前
で
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」

な
ど
、
観
光
客
と
町
民
が
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
が
続
出
し
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
に
つ
い

て
は
次
年
度
も
今
年
度
の
内

容
を
踏
ま
え
た
事
業
の
展
開
を

予
定
し
て
お
り
、
町
民
が
矢
祭

の
魅
力
を
再
発
見
し
、
誇
り
を

持
っ
て
魅
力
発
信
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

町
の
魅
力
な
ど
町
民
自
ら
が
情
報
発
信

矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
を
通
し
た
人
財
育
成
事
業

都
心
の
方
々
を
中
心
に
矢
祭
町
の
人
や
野
菜
の
魅
力
を
発
信

矢
祭
町
農
産
品
販
売
を
通
し
た
矢
祭
町
Ｐ
Ｒ
事
業

舗
に
ご
協

福
島
県

リ
ー
」
を

め
」
を
使

ら
焼
き
、

を
販
売
い

は
、
品
川

を
夏
と
冬

り
ま
す
。

の
魅
力
や

く
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
矢
祭
町
の
人
の

魅
力
や
美
味
し
い
野
菜
を
都
心

の
方
々
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

事
業

事業を実施しました

pickup
topics
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矢
祭
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
３

月
19
日
告
示
予
定
で
す
。

投
票
日

３
月
24
日
（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
高

　

野
谷
地
投
票
所
は
午
後
６
時
ま
で
）

期
日
前
投
票
日

３
月
20
日
（
水
）
〜

３
月
23
日
（
土
）

期
日
前
投
票
時
間　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

役
場
駐
車
場
内

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
４
６
‐
３
１
３
１

矢
祭
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

３
月
24
日（
日
）投
開
票
で
執
行
予
定

投票所一覧

第１投票所　矢祭町山村開発センター 第５投票所　中石井多目的集会施設

第２投票所　上関河内健康ふれあい館 第６投票所　高野谷地多目的集会施設

第３投票所　高城構造改善センター 第７投票所　下石井多目的共同利用施設

第４投票所　内川保健福祉館

　

矢
祭
町
に
眠
る
地
域
資
源
等
を
活

用
し
た
「
地
域
産
業
」
の
活
性
化
に

取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
眠
る
宝
を
活
か
し
た
矢

祭
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

【
補
助
対
象
事
業
】

①
矢
祭
町
の
地
域
産
業
の
振
興
を
図

　

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
そ
の
も
の
に
新
規
性
が
あ
る

　

こ
と
。

③
長
期
的
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を

　

念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
。

※
備
品
購
入
は
対
象
外

【
補
助
対
象
事
業
者
】

①
複
数
名
か
ら
な
る
団
体
で
、
過
半

　

数
が
矢
祭
町
民
で
あ
る
こ
と
。

②
関
係
す
る
地
域
産
業
に
従
事
す
る

　

者
が
１
名
以
上
含
ま
れ
て
い
る
こ

　

と
。

③
規
約
等
を
備
え
、
適
正
な
経
理
運

　

用
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。

【
応
募
方
法
】

　

事
業
の
採
択
を
希
望
す
る
団
体

は
、
事
前
に
町
役
場
産
業
グ
ル
ー
プ

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
業
計
画
書

の
様
式
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
の
あ
っ
た
事
業
計
画

書
に
つ
い
て
、
事
前
に
選
定
会
議
に

よ
る
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
採
択
の

可
否
を
応
募
者
に
連
絡
い
た
し
ま

す
。

【
締
切
日
】

　

令
和
６
年
３
月
１
日
（
金
）
〜
令

和
６
年
３
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
事

務
局
必
着

【
対
象
事
業
期
間
】

　

令
和
６
年
５
月
７
日
〜
令
和
７
年

２
月
28
日
実
施
分

※
採
択
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
４
月

　

下
旬
以
降
、
順
次
ご
連
絡
い
た
し

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

４
５
７
６

地
域
産
業
を
活
性
化
す
る

取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

【
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
】

東
京
都
台
東
区
が
運
営
す
る

『
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台

東
』
に
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
６

日
（
火
）
に
か
け
て
『
矢
祭
も
っ

た
い
な
い
市
場
』
が
出
店
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
出

店
と
な
り
、
矢
祭
産
の
し
い
た
け

や
た
ま
ご
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
数

多
く
の
商
品
が
販
売
さ
れ
、
商
品

を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
は
、
先
着
順
で
日
替
わ
り
の
粗

品
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

『
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
市
場
』
が

各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
三
輪
里
稲
荷
神
社
】

２
月
12
日
（
月
）、
こ
ん
に
ゃ
く

を
介
し
て
大
子
町
と
繋
が
り
が
あ

る
三
輪
里
稲
荷
神
社
（
別
名
：
こ

ん
に
ゃ
く
稲
荷
）
の
初
午
祭
に
『
矢

祭
も
っ
た
い
な
い
市
場
』
が
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
矢
祭
産
の
新
鮮
な
農

産
物
や
野
菜
加
工
品
等
の
販
売
に

加
え
、
大
子
町
よ
り
こ
ん
に
ゃ
く

お
で
ん
の
お
ふ
る
ま
い
な
ど
も
行

わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々

で
賑
い
ま
し
た
。

～婚活イベント情報～３月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」

「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。婚活を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

「はぴ福なび」無料での写真撮影は３月末まで

紹介状用写真（写真館での）が無料で撮影できます。
「はぴ福なび」とは紹介型システム、会員限定イベントあ
り、EQアセスメントを推奨をしています。
【「はぴ福なび」のおすすめポイント】
しっかりとした本人確認・福島県が導入しているシステム・クラ
ウド電話サービス（お見合い当日のみお二人だけに開通する通話）
【登録までの流れ】
申込（スマホかPCで仮登録）➡登録料納入➡必要書類提出➡本登録
【問い合わせ】
・ふくしま結婚・子育て応援センター☎ 024-544-0070
・矢祭町結婚支援室☎ 46-4884

～　え　に　し　～
（３３）

結婚したいあなたを福島県が応援します

「おしゃべりカフェ」open

「おしゃべりカフェ（ジェルネイル・スキンケア無料体験など）」
日時▶３月３日（日）午後１時～午後４時
　　　３月６日（水）午後３時～午後８時
場所▶いずれも「リフレッシュふるさとランド」
「ハッピー＆スマイル研究会（心理学セミナー、ランチクッキング）」
日時▶３月３日（日）午前１０時～
※町外からの参加も大歓迎です。
結婚に関する相談や婚活情報、プロフィール登録も随時
受け付けております。
【展望台のライト点灯時は開催中】



⽮祭町地域おこし協⼒隊⽮祭町地域おこし協⼒隊は、町外のさまざまな地域から集まり、地域づくりに貢献して

います。

現在町内にいるのは６名。各メンバーは、JR⽔郡線東館駅を中⼼とした地域の場づくり、

⽂化振興、地域⾷材を使った商品開発、読書の町づくり推進、スポーツ振興など、多

岐にわたるジャンルで活動中です。

町内で協⼒隊の活動をお⾒かけの際は、お気軽にお声がけください！

Volume.76

2024.3Update

 ⽮祭町で主に⼤正時代を通して作られてき
た⼿元焼の調査を、地域おこし協⼒隊の事業
として⾏ってきました。最近はその⼿元焼の意
義をまとめる作業をしています。この広報のコ
ラムでも、何回か⼿元焼の特徴について記して
きたように、考古学や陶芸史として評価される
⽂化財であるよりは、伝統⼯芸における創作
を追求した作家の仕事として、⼀⼈で⼀代限り
の作陶の意義を作者・豊⽥六之助に⾒ていま
す。
 今後できるならば、その創作の内実に踏み
込んで、⼯芸品の基本である⽇⽤品器物の造
形性を追求し、展開するような復興の動きが
期待されます。六之助の作品を範として、六
之助の成果を受け継ぎ、六之助が⾒たイメー
ジを共有できる創作活動が望まれます。伝統
における技術の継承は重要です。さらにはそ
の伝統性が活きて働いているビジョンの全体
性を感じることが重要です。その伝統の本質
が復興の主旨となります。

 これまでの活動をもとに、いよいよ４⽉から「や
まつりスポーツクラブ（やまつりSC）の名前で活
動を⾏います。「いつでも」「誰でも」「好きなレベ
ルで」「世代を超えて」「いろいろなスポーツを」「い
つまでも」楽しむことができる地域のスポーツコ
ミュニティができればいいなと考えています。ス
ポーツコミュニティは、「つなぐ」をキーワードとし
てつくっていきます。①家族・仲間をつなぐ（横）
②⼦供から⼤⼈まで（縦）③過去から未来へ（時
間軸） の３つを「つなぐ」ことが⽬標です。
 活動は、健康の保持・増進、スポーツ体験、
社会的交流など、様々なニーズに合った運動教室
や町が活気づくスポーツイベントを考えています。
また、町や園・⼩・中の学校⾏事の参加⽀援や
部活動の地域移⾏にも協⼒していきたいと思いま
す。町の中にいらっしゃる「こんなことをやりたい。」
「こんなアイディアを持っているんだ。」という⽅々
と⼀緒になって、⼀⼈では難しいことにも取り組ん
でいきたいと思いますので、お声かけいただけれ
ばうれしいです。

 こんにちは！読書の町づくり担当の⼤⽻です。
あっという間に年度末１年が過ぎるはやさに驚い
ています。
 さて、私が今年１年取り組んでいたことのひと
つに⽮祭⼩学校での⼦ども司書講座があります。
⼩学校で司書の仕事や本にまつわる授業を⾏っ
てきました。授業の内容も新しく考え直し、「この
本⾒つけて！名たんていさん！」や、「レファレン
ス王になろう」など、楽しく本に関われるような
内容になるよう⼼がけました。そのおかげか、授
業に楽しく参加してくれる⼦も多く、とっても嬉し
かったです。そんな⼦ども司書講座も２⽉１９⽇に
認定式を迎え、今年度の授業もすべて終わりまし
た。今年度から始まった授業としての⼦ども司書
講座が無事に終わって良かったです！⼦どもたち
から読書のわが広がるといいなぁと思います。
 私たち地域おこし協⼒隊の活動報告会が３⽉
１５⽇（⾦）ユーパル⽮祭イベントスペースにて⾏
われます。ここまで私の記事を読んでくださって
いるみなさん！ぜひ遊びに来てください！

 こんにちは！ヒガシダテ待会室の藤⾕です。２
⽉１１⽇(⽇ )に、⼀⽇限定のヒガシダテカフェを
オープンしました！今回のイベントは、まだまだ
寒い⽇に暖かい待会室でゆっくりくつろぎながら、
ご⽤意した飲み物とデザートを楽しんで貰えたら
と思い企画しました。カフェのメニューは、⽮祭
町内で⼈気の２店舗にお願いしました。ドリンク
は珈琲⾹坊さんの期間限定” バレンタインブレン
ドコーヒー” を、デザートは菓⼦店いちごやさん
の⽮祭産の苺がたっぷり⼊った” 苺のクリームサ
ンド” をご⽤意しました！10 時オープンと同時に
続 と々ご来店いただき、待会室はあっという間に
満席に！嬉しいことに午前中には完売しました！⼦
ども達も沢⼭来てくれて、美味しくて笑顔溢れる
ヒガシダテカフェはまたいつかオープンしたいな
と思っています。
 通常の待会室では、インスタントコーヒーや紅
茶など数種類の飲み物をフリードリンクでご⽤意
しています。どなたでも利⽤可能ですので、是⾮
お気軽にお⽴ちよりくださいませ！

⼤⽻未准 Minori Ooba

読書の町づくり担当

愛知県岩倉市出⾝。教育系の⼤学を卒業
後、⽮祭に来ました。好きなことは、読書、
⼈とお話しすること、散歩。

鳴瀬望  Nozomu Naruse

スポーツ振興担当

⼭形県鶴岡市出⾝。前職は⼩学校教員。
トレイルラン、スキューバダイビング、
旅⾏（海外）、ドラマを⾒ることが好き。

17

川瀬孝之 Takayuki Kawase

⽂化財振興担当

静岡県浜松市出⾝。前職は書道⽤品
店経営。趣味は、⾳楽鑑賞とお茶な
ど。

藤⾕⿇莉 Mari Fujiya

地域の場づくり担当

福島県いわき市出⾝。前職はアパレル
関係。⾷べ歩き、登⼭、ピアノ、⽔泳
が趣味。
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まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域の観光案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：柴田

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込書
を記入していただき
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・舟見地区　
　　　　（14：30頃）
・せせらぎ荘
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪の日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

登 録 注 文 配 達

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
二
月
詠
草

地
震
と
は
恐
ろ
し
き
も
の
中
三
の

子
ら
を
送
り
出
す
輪
島
の
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

道
の
辺
の
寒
桜
は
や
咲
き
初
め
て

艶
め
か
ん
と
す
春
の
光
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

大
ぶ
り
の
柚
子
を
ふ
わ
り
と
湯
に
浮
か
べ

手
足
伸
ば
せ
ば
心
ほ
ぐ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

平
穏
な
日
々
に
感
謝
の
心
持
ち

己
を
見
つ
め
前
向
き
に
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

戦
没
者
の
遺
骨
の
混
じ
る
土
砂
ま
で
使
い

国
は
辺
野
古
の
海
埋
め
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

わ
が
膝
に
も
こ
も
こ
お
し
り
の
曽
孫
き
て

「
こ
れ
は
な
ぁ
に
？
」
と
絵
本
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

阿
武
隈
の
山
並
み
高
く
雪
化
粧

朝
日
に
映
え
て
光
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

1819

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

春
隣
子
ど
も
議
会
に
光
さ
す

雪
ど
け
に
雀
お
り
来
て
土
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

前
山
に
我
が
名
呼
び
し
か
ア
オ
ジ
鳴
く

雪
よ
来
い
冬
を
語
り
し
季
語
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

音
も
な
く
子
に
せ
が
ま
れ
て
餅
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

辛
酸
や
富
士
に
か
か
る
は
波
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皐
月

つ
か
の
間
の
真
綿
は
水
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
村

川
柳　

山
野
井
金
沢
鶴
亀
会

今
日
も
ま
た
願
い
の
叶
う
事
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸　

男

初
詣
で
願
い
叶
う
よ
う
よ
く
拝
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友　

子

よ
い
夢
を
見
て
ね
む
れ
る
よ
叶
う
よ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ノ

叶
い
た
い
ガ
ン
克
服
に
意
気
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粂　

雄

い
つ
の
日
も
夢
を
叶
え
と
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
サ
子

ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
親
方
の
夢
叶
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
美
子

INFORMATION●

PICK UP EVENT

Text & Design: 大羽未准（地域おこし協力隊）

第１５期子ども司書
認定式を行いました！

Li

br
ary letter

４月から始まった矢祭子ども司書講座が終わり、矢
祭小６年生が矢祭子ども司書に認定されました！　
講座では本の分類やレファレンスなど司書の仕事を
勉強しました。さらに学年でミニビブリオバトルを行
いました。原稿作り、クラス予選、全体での決勝戦と、
それぞれが自分の紹介する本を読みたいと思わせら
れるよう頑張りました！　これからは矢祭子ども司書
として、読書のわを一緒に広げていきましょう！

お花見の季節がやってきた！
ぽかぽか陽気の中で、読書はいかが？

2024.2.19 Mon .

おすすめの本を持ちよって、５分
間本の魅力を発表、ディスカッショ
ン。話を聞いて、一番読みたくなっ
た本への投票を行い、チャンプ本
を決めるというもの。新しい本との
出会いにぴったりで、県大会や全
国大会も行われています！　

ビブリオバトルとは…
RECOMMEND

3.17
SUNDAY

中央団地文庫　小田川文庫

2024.3.17 Sun. 10:00 - 11:00

3月出前おはなしかい

もったいない図書館　特別書庫

3.7
THURSDAY

あかちゃん／プレママ・プレパパ
おはなしかい　　　　　

2024.3.7 Thu. 10:00 - 12:00

2024

3

PICK UP

ゆっくりうたた寝

3.21
THURSDAY

もったいない図書館　特別書庫

2024.3.21 Thu. 10:00 - 12:00

大人のためのおはなしかい



緊張しながらも堂々と発表
▶令和５年度矢祭町子ども議会

　２月１４日（水）、役場議場において令和５年度
矢祭町子ども議会が開催され、町執行部及び藤田町
議会議長が出席する中、子ども議員（矢祭小学校５
年生）３３名が登壇し、行政に対する質問や提案な
どを緊張しながらも堂々と発表し、町当局へ答弁を
求めました。

2021

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　２月２日（金）、矢祭町総合計画審議会の深谷
良太郎会長と本多春子副会長が役場町長室を訪れ、
計画案について検討を重ねた結果、令和６年度か
ら７年度までの２年間における見直し計画として
適正であると答申し、答申書を佐川町長に手渡し
ました。

見直し計画として適正であると答申
▶矢祭町総合計画見直し計画に関する答申

　１月２７日（土）、２８日（日）の２日間、ユー
パル矢祭２階多目的ホールにおいて矢祭町刀剣展示
会が開催されました。展示会には「会津十一代和泉
守兼定」や重要美術品「古伯耆貞綱」をはじめとし
た選りすぐりの希少な日本刀が展示され、県内外か
ら集まった刀剣ファンを魅了しました。

希少な日本刀が刀剣ファンを魅了
▶矢祭町刀剣展示会

受験生ガンバレ
▶合格さんバッジ贈呈式

　１月３１日（水）、矢祭中学校において町観光協
会主催の合格さんバッジ贈呈式が行われました。同
月１５日（木）に矢祭山公園にある夢想滝近くの合
格さん地蔵前で、中学校３年生の合格祈願が行われ、
パワーが封入されたバッジが会長である佐川町長か
ら生徒代表へ手渡されました。

　２月９日（金）、役場町長室において矢祭町交通
事故死者ゼロ二千日達成表彰式が行われ、平成３０
年８月２日から死亡事故ゼロ日数を継続し、令和６
年１月２３日午前０時をもって二千日を達成したこ
とを受け、県交通対策協議会長（県知事）からの表
彰状が県南交通対策協議会長より伝達されました。

　２月６日（火）、佐川町長ら４町村長が東北電
力ホールディングスに対し、福島第一原発事故
に伴う県南地域への追加賠償やアルプス処理水
の海洋放出の安全対策強化、山林等の除染の費
用負担などを要求し、４町村長連盟の要求書を
提出しました。

安心、安全なまちを目指して
▶矢祭町交通事故死者ゼロ二千日達成表彰式

東電に対して要求書を提出
▶福島県東白川地方町村会要求書手交式

山村開発センター等で申告相談がスタート
▶所得申告相談（所得税・町県民税）

　２月１５日（木）から毎年行われている所得申告
相談が茗荷多目的集会施設、高野谷地多目的集会施
設、山村開発センターを会場に開始されました。相
談は行政区ごとに申告日が設定されており、３月
１５日（金）まで行われます。申告をしなければな
らない方は、期間内に必ず申告を済ませましょう。



水道使用料▶１～２月分
納期限▶４月１日（月）
口座振替日▶３月２５日（月）

●今月の納税

「火災を未然に防ぎましょう。」
　テレビでは毎日、火災による被害のニュースが報道されています。
３月は１年間で最も火災が多い月ともいわれています。それは空気が
乾燥することに加え、風の強い日が多くなることが原因です。
また、気象条件に加え、連日寒い日が続き、毎日のように暖房器具を
使用しているこの時期は、つい気を緩めがちになり、火災に至るケー
スもあります。矢祭町から火災を出さないために、町民一人一人が防
火意識を高め、安心安全な町づくりに努めましょう。
※火災・救急の際は、矢祭分署の一般加入電話への通報ではなく、
　１１９番（消防指令センター）への通報をお願いします。
「救急車かな？迷ったときは「＃７１１９」に電話して。」
　＃７１１９とは、救急電話相談事業です。突然の病気やけがをした
とき、どうしたらよいかわからない時はありませんか？そんなときは、
＃７１１９に電話してください。医療関係者が相談内容から、「救急
車の必要はあるのか」「医療機関を受診するべきか」
「応急手当の方法」などのアドバイスを行います！
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赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
藤田　りん 1/24 陽平 ・ しおり 関　岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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税
種
別
割
が
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
、
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
納
期
限
（
５
月
31
日

（
金
））
ま
で
の
間
に
減
免

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
減
免
と
な
る
障
が

い
の
範
囲
、
申
請
手
続
き
な

ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
福
島
県
県
南

地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

（
白
河
市
昭
和
町
２
６
９
）

　

☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５

　

１
９

矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
独
自
に
行
う
貸
付
制
度
で
、

受
講
に
係
る
費
用
の
全
額
を

貸
付
し
ま
す
。

資
格
取
得
後
１
年
以
内
に

一
括
ま
た
は
分
割
に
よ
り
返

済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

介
護
職
員
と
し
て
２
年
間
勤

務
し
た
場
合
は
返
済
を
全
額

免
除
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

矢
祭
町
に
お
住
ま
い
の
60

歳
以
上
の
方
で
、
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
会
員
さ
ん

が
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

貢
献
の
た
め
に
お
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
方
は
随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
業
務　

除
草
作
業
、
剪
定

　

作
業
、
屋
内
外
清
掃
作
業
、

　

家
事
援
助
、
農
作
業

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

各
種
自
衛
官
等
の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

幹
部
候
補
生　

応
募
資
格
▼
自

　

衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
／
受
付

　

期
間
▼
３
月
１
日
〜
４
月
12

　

日
／
試
験
期
日
▼
自
衛
官
募

　

集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い

一
般
曹
候
補
生　

応
募
資
格
▼

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
／

　

受
付
期
間
▼
３
月
１
日
〜
５

　

月
７
日
／
試
験
期
日
▼
５
月

17
日
以
降
、
１
次
・
２
次
試

　

験
が
あ
り
ま
す

予
備
自
衛
官
補　

応
募
資
格
▼

　

一
般
：
18
歳
以
上
52
歳
未
満

　

の
方
／
技
能
：
自
衛
官
募
集

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
／
受
付
期
間
▼
１

　

月
22
日
〜
４
月
11
日
／
試
験

期
日
▼
４
月
６
日
〜
21
日

　
（
い
ず
れ
か
１
日
）

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

申
込
方
法　

自
衛
隊
福
島
地
方

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
貸
付
制
度

　

協
力
本
部
白
河
地
域
事
務
所

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
（
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が

　

で
き
ま
す
）

※
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
自

　
　

衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

に
ア
ク
セ
ス

　
　

い
た
だ
け
ま

　
　

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込　

自
衛
隊

　

福
島
地
方
協
力
本
部
白
河
地

　

域
事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２

　

４
‐
０
３
７
２

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税

専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。国

税
専
門
官
は
、
国
の
財

政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事

を
担
い
、
税
務
署
等
に
お

い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検

査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。

受
験
資
格　

平
成
６
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者
／
平

　

成
15
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る

　

も
の
（
①
大
学
を
卒
業
し

　

た
者
及
び
令
和
７
年
３
月

　

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　

見
込
み
の
者
／
②
人
事
院

　

が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

　

者
）

受
験
申
込
受
付
期
間　

令
和
６

　

年
２
月
22
日
（
木
）
〜
３
月

25
日
（
月
）

受
験
申
込
方
法

受
験
申
込

　

み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

　

込
み
と
す
る
（
国
家
公
務

　

員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

　

Ｉ
）

第
１
次
試
験
日　

令
和
６
年
５

　

月
26
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎

　

０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１

　

１
／
人
事
院
東
北
事
務
局
☎

　

０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２

　

２

募　
　

集

人　口 ５,２３７人（－   ４）
男 ２,５８２人（＋   ３）
女 ２,６５５人（－   ７）
世　帯 ２,０８６世帯（＋   ４）

人の動き
２月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号で掲載させていただいた『子ど
も ICTアドバイザー』に関する記事の取
材を通して特設デジタル部の活動を拝見
させていただきました。その中で、様々
な ICT機器やアプリ等を活用しながら笑
顔で一生懸命に取り組む３名の生徒たち
はとても有意義な時間を過ごしているよ
うに感じました。なお、３名の生徒たち
がここで得た知識や経験を活かし、町を
牽引する存在となることを願っておりま
す。
　また、写真の提供、取材に協力いただ
いたみなさん本当にありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和6年1月1日～2月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　   34件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
小室　ふゆ 88 裕記 1 / 26 東　舘
鈴木ヤヱ子 97 常正 1 / 26 下石井
丸山　信也 70 信子 1 / 29 関　岡
古市　　榮 75 早苗 1 / 30 内　川
増子　德雄 93 利治 2 / 2 茗　荷
菊池　ミチ 92 貴子 2 / 9 宝　坂
生田目友一 63 真一 2 / 16 内　川

●お悔み申し上げます（敬称略）

確
定
申
告
・
納
付
期
限
の

お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験
（
大

学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
等
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
に
関
す
る
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
随
時
募
集
中
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『ごはんのにおい』
" 朝食にはごはん！ " を推奨する川島
隆太教授推薦！ (東北大学加齢医学研
究所 ) 「朝ごはんがこどもたちの将来
を決めます！」朝、ごはんの炊けるに
おいで目を覚ました “ ぼく ”「ああ、
いいにおい」ご飯粒がついたほっぺ
を見ておかあさんが教えてくれたお米
にまつわるお話や、どうしてあさごは
んを食べると良いのか、ということ。
日本人が 2000 年以上も前から食べ
続けているごはん。お米の大切さ・ご
はんの偉大さが詰まったおいしいごは
んのにおいがしてくる絵本。
紹介文／おむすび舎（矢祭もったいな
い図書）

矢祭町長　佐川 正一郎

▶食の大切さを伝える絵本です。
私たちが毎日食べているごはん
は、命の源です。米の文化は、縄
文時代に中国大陸から日本へ伝
わりました。米は、毎日食べても
飽きない。そして、栽培は、連
作障害が起きにくい素晴らしい
食品です。“ごはんのにおい”は、
子ども達が成長する中で、家族と
一緒に食事をする一番大切なこ
とを教えています。江戸時代のこ
ろは、米が貨幣や税の役割をして
社会を創ってきました。また、米
の利用は幅広くたくさんの食品
になっています。食の文化を大切
にしたいものです。

画▶岡本よしろう文▶中川ひろたか

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター3

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

● 1歳6か月児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）
● 3歳児健康診査
　         保セ（12：45～13：00）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10 11 12 13 14 15 16
● 3か月児健康診査
　         塙（13：15～13：30）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17 18 19 20 21 22 23

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

24 25 26 27 28 29 30
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

31 4/1 2 3 4 5 6

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶おむすび舎 対象年齢▶幼児～


